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株式会社共立メンテナンスは、創業時から学生寮・社員寮を運営しており、「おいしいもの
をお腹いっぱい食べてほしい。」という想いから、手作りの料理の提供を寮の運営の軸として
います。
管理栄養士が考案した朝夕の食事は、それぞれの寮で一食一食を手作りしており、おいしい

食事の提供を行っています。食堂はコミュニケーションの場でもあり、学生たちがグループで
食べる際には、共食の場にもなっています。提供される食事は、行事食や郷土料理を取り入れ
たり、国産の米や旬の野菜を取り入れたりするなど、季節のおいしいものを食べてもらえるよ
う心掛けています。近年は寮の食事の要・不要を管理できるアプリ「ドミコ」で、提供された
料理ごとに付く「いいね」のマークでの反応も参考にして献立を検討したり、各寮の寮母さん
による「アイディア料理のコンテスト」を実施し様々な地域の料理を全国で展開したりしてい
ます。現在は、健康や栄養バランスに配慮した食事をとりたい、といった社会の動きも踏まえ、
野菜摂取の増加に向けた取組も進めています。
寮での食事の利用状況は学生寮と社員寮では状況が異なっており、社員寮での利用が低いこ

とが課題です。このため、社員寮では、寮の食事をサブスクリプションで提供するといった工
夫も行っています。学生は保護者の意向で入寮することも多いですが、退寮後に「自分自身で
食事を用意する大変さを感じ、寮での食事の提供のありがたさを再認識した。」といった声が
聞かれています。
また、学生寮では寮長・寮母さんとの橋渡しや寮の運営等を担うレジデント・アシスタント

（以下「RA」という。）プログラムを導入しており、RAの発信により学生寮で「こども食堂」
を開設する取組も行われました。これがきっかけとなり、他大学の学生寮でも、こども食堂が
開設されるなど、学生寮が地域づくりの場にもなってきています。
今後は、寮が「生活の場」としてだけではなく、地域に住む様々な世代の方々が寮に食事に

来て、コミュニケーションを取れる、地域の憩いの場のような機能も持つ場づくりとしても地
域に貢献しつつ、食育の取組を進めていきたいと考えています。

季節の食材を取り入れた食事の提供の例 食堂でのコミュニケーション

食事の提供を軸とした、学生寮・社員寮での取組
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